
今後の取り組み問題解決のための課題

【外国⼈とのコミュニケーション】
外国⼈移住者が増える中で⽇本語が⼗分でなく
コミュニケーションが難しい⼈･地域があるため
対応が必要。

※第2回幼年就学期部会の中で事務局より提案
⇒「範囲が広く市役所内でも課題がわからないと
対応しづらい状況であるため、本部会の取り組み
内容から外し、別途、関係課を集めて対応してい
く⽅が良いのではないか。」

↓

提案どおりで承認。今後、幼年就学期での問題が
出てくれば部会の中で協議をする。

関係課テーマ

⼈権課
こども課
学校教育課
⽣涯学習課
市⺠保険課
福祉事務所
地域⽀援課

協議内容によりその他関係
課に参加してもらう
例）外国⼈の災害時対応の
ことなら防災対策課、農業
実習⽣のことなら農林⽔産
課

＜資料５＞部会を超えて取り組みを進めるテーマ

・どういった困り事が
あり、対象者がどれだ
けいるのかを把握
・誰に向けてどのよう
な対策を講じるか焦点
を絞る

【幼年就学期】
・幼保⼩中の先⽣などから、外国
⼈保護者との⾯談等で得た当事者
及び学校での困り事などの状況や
⽀援施策を把握する。
現在の在籍状況
吉川保育︓バングラデシュ(1歳児1⼈、
3歳児2⼈、5歳児1⼈）
野市幼稚︓台湾（4歳児1⼈）
吉川⼩︓台湾（1年1⼈）、バングラデ
シュ(4年1⼈)
野市中︓中国(1年1⼈)

【環境対策課】
・ごみ冊⼦の外国語版を作成し、
R2年度中に配布予定。（英語、中
国語、韓国語、ベトナム語、タガ
ログ語の５種類）

各部会・事務局で協議する中で、「１つの部会だけでは対応が難しい」「さまざまな年代に関係している」「部会を超えて協議する
必要がある」というテーマについては 部会ではなく、関係課が集まって協議をしていく という形で取り組んでいくことになりま
した。
関係課で協議したことは、部会や策定委員会で報告し、意⾒をいただきながら取り組みを進めていきます。

今後、関係課でテーマごとの問題点や課題を整理し、

情報共有しながら取り組みを進める。

⾹南市の外国⼈登録者データ（R2.10⽉末）
合計３４１⼈ （男 １８４⼈ ⼥ １５７⼈）

年齢別 14歳以下 10⼈、15〜64歳 325⼈、 65歳以上 6⼈
地区別 ⾚岡町 45⼈、 ⾹我美町 41⼈、 野市町 121⼈、 夜須町 98⼈、 吉川町 36⼈
国籍 ベトナム 169⼈、フィリピン 61⼈、中国 18⼈、その他 韓国、バングラデシュ、カンボジア、インド 等 全26ヵ国
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